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この公式で 7′- - とすると(2.1)がえられる｡上の2つの公式は ¢≪1 でのみ使える｡さ

















































ここで ¢は volumefractionで, ¢6/Rは interfaceenergydensity である.外からのトルク
で ドメインがひき伸ばされ表面積がふえていき, breakup で与えられた表面エネルギーが熱
となるoこの式によって excessviscosity Aワニ7eff一符が評価される｡さらに ドメインの大































































は個々の chainの独立な relaxationでは進行 しない｡もっと集団的な relaxationを考えねばな
らないと思われる｡
以上まったく不充分な考察ではあるが,問題の困難性をもって許していただきたいと思う｡
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